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(百万円未満切捨て)

１．2020年３月期第２四半期の連結業績（2019年４月１日～2019年９月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2020年３月期第２四半期 12,207 △4.2 △620 － △378 － △526 －

2019年３月期第２四半期 12,737 △2.8 △665 － △377 － △464 －
(注) 包括利益 2020年３月期第２四半期 △826百万円( －％) 2019年３月期第２四半期 △739百万円( －％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2020年３月期第２四半期 △16.24 －

2019年３月期第２四半期 △13.71 －
　　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2020年３月期第２四半期 39,623 15,279 37.2 454.68

2019年３月期 40,281 16,458 39.2 487.10
(参考) 自己資本 2020年３月期第２四半期 14,745百万円 2019年３月期 15,796百万円
　　　

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2019年３月期 － － － 5.00 5.00

2020年３月期 － －

2020年３月期(予想) － － －

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
当社は、定款において期末日及び第２四半期末日を配当基準日と定めておりますが、現時点では期末日における配
当予想額は未定であります。配当は実施を予定しており、当社の配当方針に従って決定する予定です。

　　

　

３．2020年３月期の連結業績予想（2019年４月１日～2020年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 25,000 △5.2 △330 － 50 △80.7 △150 － △4.60
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 ―社（社名） 、除外 ―社（社名）
　　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2020年３月期２Ｑ 37,696,897株 2019年３月期 37,696,897株

② 期末自己株式数 2020年３月期２Ｑ 5,266,875株 2019年３月期 5,266,783株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2020年３月期２Ｑ 32,430,076株 2019年３月期２Ｑ 33,904,931株
　
　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です
※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想
の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料P.2「連結業績予想などの
将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間（2019年４月１日～2019年９月30日）におけるわが国経済は、企業業績向上や雇用

情勢の改善などを背景に緩やかな回復が見られましたが、米中貿易摩擦の影響や海外経済の不確実性の懸念など

から、先行き不透明な状況で推移いたしました。

　衣料品業界におきましては、消費者の購買行動の変化にともないEコマース市場の拡大は続いておりますが、個

人消費については節約志向が強く慎重な購買行動が続いております。

　このような経営環境が続くなか、当社グループは「お客様第一」「品質本位」の基本理念を基に、引き続き事

業の効率化と成長が期待される事業の強化に取り組んでまいりました。

　衣料事業につきましては、小売部門は成長を続けるEコマースや主力店舗での販売に注力し売上高の確保に努

め、パターンオーダーの受注増加に向けた体制強化や、店舗および物流部門の業務効率向上に取り組んでまいり

ました。卸売部門は取扱い素材の幅を広げて新規取引の拡大をはかり、製造部門は利益率の高い製品の受注拡大

とともに製造効率の改善を進めてまいりました。国内の小売部門では10月の消費税率引き上げを前に秋冬衣料の

売上伸長がありましたが、製造部門のファッション衣料向け原材料の受注減少や、当年度の初めに低気温が続い

たことによる国内小売部門への影響などにより、売上高は前年同四半期比で減少いたしました。

　不動産賃貸事業につきましては、小田原の商業施設「ダイナシティ」は前連結会計年度に施設の一部のリニュ

ーアルを実施し、当連結累計期間は新たな店舗構成で運営しており、売上高は前年同四半期比で同水準となりま

した。

この結果、当第２四半期連結累計期間における売上高は12,207百万円（前年同四半期比4.2％減）、営業損失は

620百万円（前年同四半期は営業損失665百万円）、経常損失は378百万円（前年同四半期は経常損失377百万円）、

親会社株主に帰属する四半期純損失は526百万円（前年同四半期は親会社株主に帰属する四半期純損失464百万

円）となりました。

（２）財政状態に関する説明

当第２四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末と比較して657百万円減少し、39,623百万円

（前連結会計年度末比1.6％減）となりました。この主な変動内容は、たな卸資産の増加、建物及び構築物（純

額）の増加、投資有価証券の減少などであります。純資産は1,179百万円減少し15,279百万円となり、自己資本比

率は37.2％となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2020年３月期の通期の連結業績予想につきましては、第２四半期連結会計期間の状況などを踏まえ、売上高

25,000百万円（前回発表予想は26,000百万円）、営業損失330百万円（前回発表予想は営業損失150百万円）、経

常利益50百万円（前回発表予想は250百万円）、親会社株主に帰属する当期純損失150百万円（前回発表予想は親

会社株主に帰属する当期純利益50百万円）と修正いたしております。

本日別途開示いたします「連結業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2019年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,880 3,099

受取手形及び売掛金 2,924 2,945

たな卸資産 4,146 4,932

その他 1,646 1,227

貸倒引当金 △80 △134

流動資産合計 11,517 12,068

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 5,960 6,989

その他（純額） 940 984

有形固定資産合計 6,901 7,974

無形固定資産

のれん 769 695

その他 2,109 1,931

無形固定資産合計 2,878 2,626

投資その他の資産

投資有価証券 15,585 13,448

その他 3,629 3,738

貸倒引当金 △231 △233

投資その他の資産合計 18,983 16,953

固定資産合計 28,764 27,554

資産合計 40,281 39,623
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2019年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,550 2,165

短期借入金 6,904 6,487

1年内返済予定の長期借入金 2,187 4,350

未払法人税等 222 181

賞与引当金 102 191

ポイント引当金 35 33

その他 2,792 2,360

流動負債合計 13,795 15,770

固定負債

長期借入金 5,901 2,976

長期預り保証金 2,851 2,813

退職給付に係る負債 249 228

その他 1,025 2,555

固定負債合計 10,027 8,574

負債合計 23,822 24,344

純資産の部

株主資本

資本金 6,891 6,891

資本剰余金 8,134 8,082

利益剰余金 4,856 4,125

自己株式 △4,182 △4,182

株主資本合計 15,700 14,917

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △1,593 △1,724

為替換算調整勘定 1,689 1,552

その他の包括利益累計額合計 96 △172

新株予約権 181 192

非支配株主持分 480 341

純資産合計 16,458 15,279

負債純資産合計 40,281 39,623
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2018年４月１日
　至 2018年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年９月30日)

売上高 12,737 12,207

売上原価 7,174 6,782

売上総利益 5,562 5,425

販売費及び一般管理費 6,228 6,046

営業損失（△） △665 △620

営業外収益

受取利息 157 147

受取配当金 101 102

為替差益 1 －

持分法による投資利益 － 86

受取手数料 38 44

その他 188 105

営業外収益合計 487 486

営業外費用

支払利息 71 104

持分法による投資損失 14 －

為替差損 － 43

支払手数料 43 49

その他 69 46

営業外費用合計 198 244

経常損失（△） △377 △378

特別利益

固定資産売却益 1 0

特別利益合計 1 0

特別損失

固定資産除売却損 48 3

投資有価証券売却損 － 185

その他 21 －

特別損失合計 69 188

税金等調整前四半期純損失（△） △446 △566

法人税、住民税及び事業税 92 99

法人税等調整額 △96 △151

法人税等合計 △4 △51

四半期純損失（△） △441 △515

非支配株主に帰属する四半期純利益 23 11

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △464 △526
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2018年４月１日
　至 2018年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年９月30日)

四半期純損失（△） △441 △515

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △109 △131

為替換算調整勘定 △188 △179

その他の包括利益合計 △297 △311

四半期包括利益 △739 △826

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △741 △797

非支配株主に係る四半期包括利益 1 △29
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

国際財務報告基準を適用している子会社は、第１四半期連結会計期間より、国際財務報告基準第16号「リー

ス」(以下「IFRS第16号」という。)を適用しております。これにより、リースの借手は、原則としてすべてのリ

ースを貸借対照表に資産及び負債として計上することとしました。 IFRS第16号の適用については、経過的な取扱

いに従っており、会計方針の変更による累積的影響額を第１四半期連結会計期間の期首の利益剰余金に計上して

おります。

この結果、当第２四半期連結会計期間末の有形固定資産の「建物及び構築物（純額）」が1,448百万円及び投資

その他の資産の「その他」が16百万円増加し、流動負債の「その他」が59百万円及び固定負債の「その他」が

1,457百万円増加しております。当第２四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。また、利益剰

余金の当期首残高が34百万円及び非支配株主持分が8百万円減少しております。
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